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水
環
境
の
保
全
と
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り

下
水
道
事
業
の
沿
革

舞
鶴
市
の
下
水
道
事
業
は
、
市
民

の
快
適
で
衛
生
的
な
暮
ら
し
を
実
現

す
る
た
め
、
昭
和
33
年
に
整
備
計
画

を
決
定
し
、
根
幹
と
な
る
公
共
下
水

道
の
東
処
理
区
の
工
事
に
着
手
。
人

口
集
積
度
が
高
い
東
処
理
区
は
、
市

街
地
の
ほ
と
ん
ど
が
埋
立
地
で
排
水

処
理
が
停
滞
し
が
ち
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
早
期
に
整
備
を
進
め
、
昭
和
44

年
に
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
60
年
に
京
都
舞
鶴

港
の
ふ
頭
整
備
に
合
わ
せ
西
処
理
区

の
工
事
に
着
手
。
管
き
ょ
埋
設
や
処

理
場
建
設
な
ど
の
事
業
を
促
進
し
、

平
成
７
年
に
供
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
現
在
ま
で
、
公
共
下
水
道
両
処

理
区
域
の
拡
大
と
処
理
方
式
の
高
度

化
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
周
辺
部
の
14
地
区
で
は
、

集
落
単
位
で
集
合
処
理
を
行
い
、

そ
の
内
、
若
狭
湾
国
定
公
園
内
の

海
水
浴
場
が
あ
る
地
区
で
は
、
特

定
環
境
保
全
公
共
下
水
道
事
業
（
３

地
区
）
に
よ
る
整
備
を
行
い
、
そ

の
他
の
集
落
で
は
漁
業
集
落
排
水

事
業
（
３
地
区
）
や
農
業
集
落
排

水
事
業
（
８
地
区
）
に
よ
り
順
次

整
備
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
集
合
処
理
方
式
が
適
さ
な
い

地
域
で
は
、
個
人
設
置
の
浄
化
槽
事

業
に
加
え
、
平
成
17
年
度
か
ら
は
市

が
設
置
・
管
理
す
る
公
設
浄
化
槽
事

業
を
44
地
区
で
実
施
。
こ
れ
ら
さ
ま

ざ
ま
な
手
法
に
よ
り
全
市
水
洗
化
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

水
洗
化
総
合
計
画
の
改
定

平
成
８
年
３
月
、
生
活
排
水
に
よ

る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚
濁
防
止

と
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
の

改
善
を
図
る
た
め
、
整
備
期
間
を

お
お
む
ね
20
年
と
し
た
「
舞
鶴
市

水
洗
化
総
合
計
画
」
を
策
定
。
平

成
27
年
度
の
全
市
水
洗
化
を
目
指

し
た
事
業
の
推
進
に
努
め
、
水
洗

化
普
及
率
（
※
）
は
95
㌫
に
な
り

ま
し
た
（
平
成
27
年
度
末
現
在
）。

そ
の
後
、
社
会
情
勢
の
変
化
な
ど

に
よ
り
、
処
理
計
画
人
口
な
ど
数
回

の
見
直
し
を
重
ね
、
平
成
27
年
３
月

に
は
、
下
水
道
人
口
予
測
に
よ
る
施

設
規
模
の
適
正
化
と
建
設
費
や
維
持

管
理
費
の
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
か
ら
効

率
的
・
経
済
的
な
整
備
手
法
を
検
討

す
る
計
画
へ
と
改
定
し
ま
し
た
。

︿
主
な
改
定
内
容
﹀

◇
全
市
水
洗
化
の
目
標
年
度
を
平

成
27
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
へ

変
更
し
、
希
望
す
る
全
て
の
市

民
の
水
洗
化
実
現
を
目
指
す

◇
計
画
処
理
人
口
を
約
８
万
５
，

０
０
０
人
か
ら
約
８
万
１
，
８

０
０
人
へ
変
更
し
、
舞
鶴
市
総

合
計
画
の
将
来
人
口
予
測
と
整

合
を
図
る

◇
全
市
水
洗
化
に
係
る
総
事
業
費

を
約
８
９
０
億
円
か
ら
９
１
０

億
円
へ
変
更
し
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
改
築
費
用
を
計
上

下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

下
水
道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境

は
、
施
設
の
老
朽
化
や
人
口
減
少
な

ど
に
よ
る
使
用
料
の
伸
び
悩
み
・
消

費
税
率
の
段
階
的
な
引
き
上
げ
な
ど

で
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
。
そ

し
て
、
下
水
道
事
業
は
、「
建
設
」

か
ら
「
維
持
管
理
」
の
時
代
へ
移
行

期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
下
水
道
事
業
の
健
全
な

経
営
を
安
定
的
か
つ
効
率
的
に
継
続

さ
せ
る
た
め
、
事
業
目
標
や
運
営
方

　
市
民
の
快
適
な
暮
ら
し
に
不
可
欠
な
下
水
道
。
ま
た
下
水
道
は
、
家
庭
や
事
業
所
か
ら
出
た
汚
れ
た
水
を
処
理
場
な
ど
で

き
れ
い
な
水
に
し
て
海
や
河
川
に
戻
し
、
地
球
環
境
を
守
る
都
市
基
盤
施
設
で
も
あ
り
ま
す
。
シ
リ
ー
ズ
市
政
の
「
今
」。
第
41

回
は
、
美
し
く
豊
か
な
「
ふ
る
さ
と
舞
鶴
」
を
次
代
に
つ
な
ぐ
た
め
、
水
質
を
保
全
し
、
快
適
で
住
み
よ
い
生
活
環
境
を
つ
く

る
下
水
道
事
業
の
全
市
水
洗
化
と
健
全
経
営
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

針
の
明
確
化
を
図
り
、
今
後
10
年
間

を
目
途
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
課
題

や
施
策
を
示
し
た
基
本
計
画
「
舞
鶴

市
下
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
平
成
27
年

3
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
下
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
は
、
水
洗
化
総
合
計
画
と
と

も
に
下
水
道
の
建
設
と
経
営
の
両
輪

を
担
う
も
の
で
「
水
環
境
の
保
全
と

住
み
よ
い
生
活
環
境
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
て
、
健
全
経
営
に
向
け

た
具
体
的
な
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

︿
基
本
施
策
﹀

◇
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
に
よ
る
水
洗

化
処
理
区
域
の
拡
大

◇
施
設
の
効
率
的
な
整
備
お
よ
び

適
切
な
維
持
管
理

◇
市
民
へ
の
情
報
提
供
と
利
便
性

の
向
上

◇
下
水
道
事
業
の
健
全
化

経
営
健
全
化
に
向
け
た
取
り
組
み

下
水
道
事
業
の
主
な
財
源
で
あ
る

使
用
料
収
入
は
、
処
理
区
域
の
拡
大

に
よ
り
年
々
増
加
し
て
き
ま
し
た

が
、
人
口
減
少
や
節
水
機
器
の
普

及
に
よ
り
数
年
以
内
に
減
収
に
転
じ

る
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
一
方
で
、
施

設
の
老
朽
化
な
ど
に
伴
う
維
持
管
理

費
や
施
設
更
新
経
費
は
増
加
傾
向
と

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
営
健
全

化
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
昨
年

10
月
１
日
か
ら
公
共
下
水
道
、
集
落

排
水
、
浄
化
槽
の
使
用
料
体
系
を
統

合
し
、
下
水
道
使
用
料
を
平
均
７
・

６
㌫
引
き
上
げ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
28
年
度
か
ら
は
、
上

下
水
道
部
門
を
組
織
統
合
し
、
窓
口

サ
ー
ビ
ス
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
に
よ

る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
共
通
業

務
の
一
元
化
に
よ
る
組
織
の
ス
リ
ム

化
を
図
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
平
成
30
年
度
か
ら
、
経

営
の
視
点
を
重
視
し
た
効
率
的
な
事

業
運
営
を
目
的
に
、
地
方
公
営
企
業

法
適
用
に
よ
る
企
業
会
計
方
式
を
導

入
し
ま
す
。

今
後
も
、
下
水
道
事
業
の
経
営
状

況
や
財
政
状
況
の
情
報
を
市
民
の
皆

さ
ん
に
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ
す

る
と
と
も
に
、
経
営
環
境
の
変
化
に

対
応
し
、
安
定
し
た
下
水
道
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

暮
ら
し
を
支
え
る
下
水
道

今
後
、
全
市
水
洗
化
の
早
期
完
了

を
目
指
す
と
と
も
に
、
施
設
の
適

切
な
維
持
管
理
や
長
寿
命
化
、
耐

震
化
な
ど
中
長
期
的
な
視
点
で
事

業
運
営
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

そ
し
て
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

と
将
来
に
わ
た
り
安
定
し
た
下
水

道
事
業
の
提
供
に
努
め
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
安
全
で
快
適
な
暮
ら
し

を
支
え
て
い
き
ま
す
。

▲西浄化センター（公共下水道事業・西処理区）

事業種別 処理区数・
箇所数

計画
人口（人）

処理面積
（㌶）

管路延長
（㍍）

ポンプ場
（箇所） 処理区

公共下水道事業 2 74,650 2,271 428,781 117 東（中含む）、西
特定環境保全公共
下水道事業 3 1,090 70.9 20,197 17 野原、三浜・小橋、神崎

漁業集落排水事業 3 330 10.7 4,743 8 成生、田井、千歳

農業集落排水事業 8 1,970 115.2 34,314 47
瀬崎、平・赤野、大丹生、佐
波賀、池内、白杉、三日市・
上東・下東、久田美

浄化槽整備事業 44 3,850

松尾、登尾、杉山、河辺谷、大山、中田、中田下、多祢寺、和
田、匂崎、大君、吉田、青井、城屋（奥城屋）、上根・寺田、白
滝、岸谷、小原、桑飼下、宇谷、上村、地頭、大俣、小俣、滝ヶ
宇呂、長谷、上漆原、下漆原、下見谷、河原、西方寺、富室、
岡田由里、志高、大川、真壁、和江、丸田東、丸田西、八田、
八戸地、水間下、水間、中山

合計 60 81,890 2,467.8 488,035 189

▲野原浄化センター（特定環境保全公共下水道）▲田井浄化センター（漁業集落排水事業）

▲白杉浄化センター（農業集落排水事業）　　 ▲浄化槽事業（青井地区） ▲東浄化センター（公共下水道事業・東処理区）

（平成28年３月31日現在）

※水洗化普及率・・・下水道の整備により、人口の何㌫の人が下水道の利用が可能になったかの割合を示したもの
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水
洗
化
普
及
率
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移
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